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別記様式2 
副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 説 明 書  

  

開設学部（学科）名〔      工学部       〕 

プログラムの名称 （和文） 生物工学副専攻プログラム 

（英文） Biotechnology 

１．概要 

 めざましく発展を続けるバイオサイエンスとバイオテクノロジーは、次世代を担う医薬、食品、環境関連

分野等を含む基盤産業の育成に貢献している。また、多くの生物の遺伝情報が明らかになりつつある現在は、

ポストゲノムの時代とも言われ、さらなるバイオの分野における先端的生命技術の創生が期待されている。  

 生物工学副専攻プログラムでは，医薬，食品，環境関連分野のバイオサイエンスとバイオテクノロジーに

関する専門的な知識・技能を理解・修得する上で、最低限必要となる科目群を提供する。具体的には，基礎

的な生化学と分子生物学、応用的な微生物・動物・植物工学，遺伝子・タンパク質・糖質・脂質工学，生物

化学工学に至る多彩な分野の知識を連携して修得できるカリキュラムである。 

２．到達目標 

・ 基礎的な生化学と分子生物学の理解 

・ 医薬，食品，環境関連分野のバイオサイエンスとバイオテクノロジーの基礎となる概念，知識および手法

の習得 

３．登録時期 

  このプログラムは２年次以降に選択することができる。 

４．登録要件 

  既修得要件は特に定めないが、バイオテクノロジーに関する概論的な知識が必要である。 

５．受入上限数 

  このプログラムの受入上限数はおおむね10名程度とする。 

６．授業科目及び授業内容

※ † ※ 瀀 ශ 䇀



前 後 前 後 前 後 前 後

K7 0 0 8 0 生物化学Ⅰ 2 必修 2

K7 3 0 9 0 生物化学ＩＩ 2 必修 　 2

K7 3 7 1 0 分子生物学Ｉ 2 必修 2

K7 3 1 2 0 分子生物学ＩＩ 2 必修 2

K7 3 7 2 0 糖鎖・免疫工学 2 必修 2

K7 3 0 5 0 発酵工学 2 必修 2

K7 3 1 6 0 生物化学ＩＩＩ 2 必修 2

K7 3 1 3 0 遺伝子・タンパク質工学 2 必修 2
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